



































































































































































































































(Bお14年) 坑内 97 十一月中ニ合マル 卜月一十二日ヨリ就
十月 坑外 99 1.15 2.27 業シタルモノニシテ
以;内 94 10.61 11.94 総選手期間中第一ヶ月
トー 月
坑外 100 7.10 11.94 自ハ坑内炎二円、坑






(1切fj]15有) 坑 l勾 93 12.22 12.92 !Llイ吟五銭、第三ヶ月














































































































































































































5 )資料A a -10-66より 0
6 )資料A-a-10-73より。
7)資料A a-10-53より。
8 )資料A-a -10--53より。ここで補導WH日!とは，…-fjlIの訓練刻問として， Z2ニ過に

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































炭砿名 人員数 地域 炭砿名 人員数
新 入 200 タ ?長 800 
捻1 出 150 車見 内 230 
た山El:l 300 空 知 400 
7ヨ 城 200 真谷 l也 120 
級 塚 100 蕊 'デ 200 
IU 野 200 登 ]11 70 
大之 1南 200 j七 美 1貝 400 
大 辻 100 火夕張 500 
す了、 池 150 T主 m 150 
毅 国 100 J事 別 150 
明 治 50 尺 別 75 
:守L 1 150 活i 車見 75 
一行 務自 380 litl; ]11 300 
E王 f行 100 海 3建 号i 200 
七仁上7市 ド畏 300 k歌志内 60 
自母 分 300 新歌志内 40 
隠 尾 100 活再芥江 150 
下山校i 100 赤 王子 150 
大 正 200 奔 lJU 150 
，Iu13 、 限 200 !習 松 50 
三十 3，580 ;m: 日夜 平日 50 
!勝 ElI 100 I夜 路 70 
子育戸崎 50 雨 言包 300 
j件 島 250 f後 ヨミ 200 
大 主義 200 新税内 500 
久 1怒L 450 
現主税内 150 
告首 Eも 250 5，540 
jヒ{公 j詩i 300 治; 4波 900 
タミ 子主 500 入 ILi 500 




自13 Fて1 300 字自E見ミ見初 350 
大 ，1心A3 1 60 
(ム=1 E設 100 














( 5 i闘の炭鉱)1，020 
名，北海道(26側の炭鉱)
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.tj出方別 炭砿1'， 気質従I[買な者の出身地名 気質祖1怒な殺の出身地名
福 !J9io m o況移入ナシ) (奴移入ナシ)
il 凶 ※全羅南北道，主;1奇i有北道 ※皮肉i潟北滋


































昭和15年 4fì~6 月 朝鮮人労働者移入見込潟




6月 100 20B 釜山 博多 コ仁土コr 塚
言十 100 
4月
京霊長本線経由!等護連絡船5月 60 .'ド勾 きを山 博多
高 EB ニ依リ篠架線ニテ1雪山
6 }ヲ 60 中旬 会上 全:Jニ 全仁
計 120 
4月
5月 150 中旬 釜山 下関 門司，博多，鳥憾
科二 島
6月 150 上旬 全土 全上 会上
三十 300 
4月 50 中旬 釜山 博多 京城釜山!場多イjJ万芽i
5月
福島




5月 200 ド旬 童話水 下関 佐世保 (紛)矢訟
6 P:J 200 下勾 会 i二; 令上 すで i二
5十 400 
4月 80 一下旬 釜山 下関 内向J-fz'i:!投1ft
5月 80 :'eJ二 会上 全J: 令:J:
;jt松浦 、6月 140 ゴ仕上 :t:_仁 :全j二 /むj二
*1- 300 
γ一















12 H 1004'， 4 FJ 





































地方別 昭和 14年度 臼本入金鉱火数 ~ (%) 
紛鮮人移入員数 (長}駒内北楽業ヲ余ク)
お
九州 16，363 183，243 8，9 
北海道 10，513 45，974 22.9 
'常望書 2，341 22，681 10.3 
宇部 1，173 22，506 5.2 
30，390 274，404 11.1 
資料:I史料A-a -1l-126より
〔幾12) 昭和14年度朝鮮人移入炭鉱における比絞炎
(1召平日15年5n 1 7f'LJ~ ， !it{立，名，%)
A B 




九州、i 16，363 116，765 14.0 
北海道 10，513 39，374 26同5
?詰 塁 2，341 11，539 20.3 
学部 1，173 15，474 7.6 















(日汗平日15'r手5R 17 FJ ~ifJJ ， tl¥{u:;名，%)
A B 





九州 49，663 183，243 27.1 
;jt託手j道 30.513 45.974 66.4 
常磐 6，841 2，681 30.2 
'j: 郊 4，173 2，506 18，2 




地方別 昭和14年度移入朝鮮 集団移入炭鉱のお本 ~ (%) 人と15年度予定移入 入金鉱夫数 B 
数との合計員数 (:長期不就業者ヲ余ク)
九州 49，663 116，765 42.5 
北海道 30，513 39，674 76.9 
常豪華 6弔841 1，539 59.3 
~j: fil 4，173 15，474 27.0 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































〔雪量16) 附和15'1三 5 月 ~7R加盟炭鉱鉱夫機減誠
(1円手L1l5'l'9 FJ14 FI泌， 単{立::i'，) 
年月 FJ 鉱夫数 対前月;詩滅 年月|月末紙数i対前汚糊
昭和 日本人 159，655 (一)3，121 昭和[肌山 I(ー)2，018 
15勾三 初鮮人 20，357 (+) 540 14年
180.012 (寸 2，581 5月 11肌 5161(…) 2，018 
日本人 158，230 (一)1，425 949 
6FJ i 朝鮮人 20，499 (+) 142 6月
178，729 H 1，283 1 161，4651 (十) 949 
日本人 158，400 (ート} 170 
HJI朝鮮人 21.520 (-1) 1，021 7月
1 163，2511付 1.786


























(自百草15"1'5 J'  231ゴ潟， 時lf立::gJ， %) 
朝 長手 人 日本人(長!器不絞~~'iliヲ余く) % 
地方別 A A 現在数 15年度申j奇数 合計(A) 会長1:5た数(日) t)tr^:!5!ミ数(C) fヨ C 
;}1， 
筑22 5，089 3，580 8，669 49，918 36，914 17.4 23.5 
1巴災 2，160 2.400 品.560 11，110 8.196 41.0 55.6 
j主 1，431 1.010 2.441 9，330 7，497 25.3 33.0 
1'1 
8.680 6，990 15.670 70，658 52，517 22.2 29.8 
jヒ泌 j援 9，468 5，790 15，258 38，194 28，193 39.9 54.1 
常; 撃さ 1， 785 1，450 3，235 10，577 8，112 30.6 39.9 
'3" f出 243 550 593 4，079 2，965 14.5 20.0 













































1 )資料A a -11--126より。資料の縫示は紙間の関係j二，割愛した。
2 )移入された数と現:(E員数との主主異， 469名は逃亡及びその他であったとJAわれる。
































































































































































































































































































































































































































































































































































































を受入れている問 lこ，その割合はいつの間にかH，~J となり， 5劉となり，?&だしき
は8割に主主するものさへ現れた。J，前回一?特殊労務者の労務管理 (ILlf毎堂，昭和
卜八年)， 3].:f。
6 )資料A a -11--180より。
IV.むすびにかえて
以上で我々は1940年の 1年間， r肥筑お炭鉱業会jの資料を中心として，戦
前自本石炭産業における f朝鮮人労働者移入の経過jを，その準備過程，移
入過程，使用過程にわけで検討してきた。むすびにかえて，以上てザ検討した
を要約しながら，今後の研究課題を提示したい。
まず1939年7月の「朝鮮人労働者ー移入jが始まる以前から日本内で輯鮮総
督府との意見対立がありながらも， 1940年に歪って「朝鮮人労働者移入jの
ための準備過程が進行していたことを確認した。
続いて移入過程を移入の経過表，経過調，移入希望員数調，募集希望地域
調，月別報鮮人移入員数，移入見込調等の資料を通じて分析した。
次にはその使用過程について分析して，結果的に朝鮮人労働者の移入過程
が政策的，計画的，全国家的に展開されたことを解明した。
このような検討事項の確認とともに，今後の研究課題について恭子言及し
ておきたい。佐賀県三炭史jの資料中，戦後の資料については勿論だが，
現存する戦前「朝鮮人労働者移入」問題の関連資料の分析が引続き必要と忠
う。特に1942年からの「石炭統制会」資料の検討，それと f石炭鉱業聯合会」
との比較分析，その他の公文書等の分析，佐賀県などにおける「朝鮮人労働
者移入jの実態などについて継続的な研究が必要と思われる。
(1991年9月25日成稿)
108-
戦前，日本石炭殻業における「朝鮮人労働者移入jの経過
く付記〉小稿の作成に当たって，長野選，前}I雅夫先生の御指導そはじめ，
な資料の閲覧及び利用を許された長野選，坪内安俸先生にも心から感謝
申し上げたい。(金
109-
